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審査課題イ（労働・機械及び農作業） 

 

 

 

 

（注意事項） 

・試験開始の指示があるまで、この試験問題を開かないこと。 

・解答時間は、２時間である。 

・選択問題について、指定された選択数を超えて解答した場合、受験者の解

 答順に選択数の解答のみを採点する。 

・答案の作成に当たっては、Ｂ以上の濃さの鉛筆又はシャープペンシルを用

いて、明瞭に記載すること。 

・答案用紙は無記名とし、全ての用紙に受験番号と選択項目名を記載するこ

と。 

・答案用紙は、設問（左上に記載）ごとに、番号（右上に記載）の順に使用

すること。 

・設問 1 の答案用紙の選択番号欄には、設問より下位の番号を全て記載する

こと。（例：２（１）①） 

・設問２は、答案用紙のはじめの１行を使って、選択した問題番号を記載す

ること。 

・試験終了後は、白紙のものも含め、全ての答案用紙を回収する。 

 （ただし、解答を記載した答案用紙のみまとめてクリップで留める） 

・試験問題にも受験番号を記載すること。 

 



令和７年 普及指導員資格試験 審査課題イ 

【選択項目：労働・機械及び農作業】 

 

 

設問１ 用語解説問題 

１．次の用語について簡潔に説明しなさい。（各250字程度、全体で750字程度） 

（１）職場における熱中症対策の強化 

（２）乗用型トラクターのHST 

（３）ロボット・自動化農機検査 

 

２．次の（１）労働、（２）機械のいずれかを選択し、その事項①、②の両方について

簡潔に説明しなさい。（各250字程度、全体で500字程度） 

（１）労働 

  ① 労働安全衛生マネジメントシステム 

  ② 作業機付きトラクターの公道走行 

（２）機械 

  ① 圃場作業効率 

  ② 代かき作業 

 

設問２ 技術適用力問題 

次の二つの設問の中から一つを選び、解答しなさい。（1,300字程度） 

（１）カーボンニュートラルを推進する上で、農業機械の電動化は重要な要素となって

います。農業機械の電動化の推進に関し、小型農機と大型農機それぞれについてあ

なたの考え（メリットとデメリットを具体的に提示しなさい。）を示すとともに、

あなたの地域での今後の具体的な取組方向について提案しなさい。 

（２）小規模な兼業農家が、高齢化や後継者不足、また機械の更新が困難となって農業

から撤退する事例が多く見られます。これらの農地を大規模経営体が作業受託等に

よりさらなる経営規模の拡大につなげていますが、分散錯ほが大規模経営による効

率的な営農を妨げています。「分散錯ほ」を説明するとともに、あなたの地区にお

ける上記のような事象を振り返り、これらを解消するための取組を提案しなさい。 

 

 




